
議案第７ ８号

ひた ちな か市議会 議員 八び ひた ちな か市長の き挙 にお ける 選挙 運動

のが 費負 担に 関す る条 例の 一部 を改 ｊＥ する 条例 制定 につ いて

ひた ちな か市 議会 議員 八び ひた ちな か市 長の き挙 にお ける き挙 Ｘ動 のぬ 費負 担に

関す る条例の一部 を改 ｉＥ する 条例 を加紙の とお り制 定す る。

令和 ４年　 ９大ｊ　 １日　 提出

令和　 年　　 大ｊ 日　 議決

ひた ちな か市 長　 大　谷 明
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ひた ちな か市条例第　　号

ひた ちな か市 議会 議員 及び ひた ちな か市 長の き挙 にお ける き挙 ミ動
●

の公費負 担に 関す る条Ｍの 一部 を改 ｊＥ する 条例

ひた ちな か市議会 議員 ‾反びひ たち なか市長 のき 挙に おけ るき 挙丿動の 公費負担に

関す る条 例（ 平成 ６年条例 第１ ０号）の 一部 を次 のよ うに 改ｊＥす る。

第４ 条第 ２脣ア中 「１ ５， ８０ ０ＰＩ」 を「 １６ ，１ ００ 円」 に改 め， 回そ イ中

「７ ，５ ６０ 円」 を「 ７， ７０ ０『９』 に改 める。

第９ 条八 び第 １０ 条中 「７　Ｐ１　５　１銭 」を 「７ 「ｌ」７ ３銭 」に 改め る。

第１ ３条 第１ 号中 「５ ２５ 円６ 銭」 を「 ５４ １円 ３１ 銭」 に， 「３ １０ ，５ ００

「９ 」を 「３ １６ ，２　５　０Ｆ９」 に改 め， 回条 第２ 号中 「２ ７ＦＤ５ ０銭 」を 「２ ８ドミ」３

５銭 」に ，「 ５７ ３， ０３ ０円 」を 「５ ８６ ，９ ０５ Ｆｌ」」 に改 める。

付　則

（施行期 日）

１　 この 条例 は， ぬ布 の日 から 施行する。

（経ａ措置）

２　 改止後のひた ちな か市議会議員及びひた ちな か市長のき挙 にお ける き挙兼勤の

な費 負担 に関 する 条例 の規 定は ，こ の条 例の 施行 の日 （ぷ 下［ 施觝 日］ とい

う。 ）な 後そ の期 日を 告示 され るぎ挙に つい て適 用し ，施行日 の前 日ま でに その

期日 を告示さ れた選挙 につ いて は， なお従前の例 によ る。

２



Ｃみ］

参考資料

ひたちなか市議会議員ぶ、びひたちなか市長のき挙におけるき挙運動のを費負担に関する条例 Ｎ０ ．１

旧 新 備考

（き挙ミ勤ＨＩ自 動車の使ｍのな費の支払）

第４ 条　 淑は，前条の届莖をした候補者が回条の契約に基づき 肖該契約の相手

方で ある 一般乗ｍ 旅客 自動車運送事業者その他の者（な下 この条に おいて

「一般乗用旅客自 動車運送事業者等」と いう 。） に支払う べき金額のう ち，

次の各号に掲 げる ［‾瓦分 に応 じ萢該各倚に定め る金額を ，第 ２条ただ し書に規

定す る要件に該售する 場合に限 り， 肖該一般乗万丿旅客自 勤車兼送事業者等か

らの請求に基づき，葹該一般乗用旅客自動車ま送事業者等に対 し支払う。

（１ ）　略

（２ ）　 售該契約が一般運送契約ぷ外の契約 であ る場合　 次に掲げ る区分に

応じ，それぞれに定め る金額

ア　 售該契約がき挙ぼ勤用 自動車の借入れ契約（な下 この号において

「自 動車借入れ契約」 とい う。 ）である場合　肖該ぎ挙兼勤作丿 自勤

車（回一の日 において 自動車借入れ契ねによ り２ 白八上の選豫ミ勤

篦自動車が使Ｊ≡目される場合には，萢該候補者が指定するいずれか１

台の選挙ミ勤 Ｊ４１自 動車 に限 る。 ）と して使用 された各 日についてそ

のま用に対しま払うべき金額（当ぬ、を額がごをおえる

場合には，１ ５， ８０ ０ＦＩ） の合計金額

イ　 售該契約がぎ挙運動ＪＩ自動車の燃料の供給に関する契約である場

合　 肖該契約 に基づき 肖該き挙ミ勤 ＨＩ 自動 車に供給 した燃料の代金

（售該き挙運動用 自動車（これに代わり使用される他のき挙丿勤用

自動車を含む。） が既に前条の届ｍに係る契めにＪぶづき供給を受け

た燃料の代金と合算して， ７， ５６ ０ＦＪに售該候補者につき伍第８

６条の４ 第１ 項， 第２ 項， 第５ 項， 第６項又は第８項の規定による

候補者のｌｉのあった 日から售該ぎ挙の期日 の前日（法第 １０ ０条

第４項の規定によ り投票を行わないこと となった とき は， その事ぽｌ

が生 じた 日。 第６ 条において回 じ。 ）までの 日数を乗 じて得た金額

に達する までの部分の金額であるこ とにつき ，委員会が定める とこ

ろにより ，售該候補者からの申請に基づき， 委員会が確認したもの

に限る。）

ウ　略

（き挙ま勤ｊＨ自 動車の使 ＪＩ のぬ費のま４モム）

第４条　市は，前条の届ｉをした候補者が回条の契約に基づき 售該契約の相手

方で ある 一般乗ｍ 旅客 自動車運送事業者その他の者べぷ下 この 条に おいて

「一般乗 ＭＩ 旅客 自動車運送事業者等」 とい う。 ）に 支払 うべ き金額の うち，

次の各号に掲げる ［‾Ｚｌ分に応じ 肖該各号に定める金額を， 第２ 条ただし書に規

定す る要件に該屶、す る場合に 限り ，肖 該一般乗万１ 旅客 自動車ミ送事業者等か

らの請求に基づき，售該一般乗鴇攘、客自動車運送事業者等にがし支払 う。

（１ ）　略

（２ ）　 萢該契約が一般運送契約ぶ、外の契約である場合　 次に掲げ る［Ｋ分に

応じ ，それぞれに定め る金額

ァ　 售該契約 がき挙ミ勤Ｊ１１ 自動車の借入れ契約（な下 この号において

「自 動車借入れ契約」 とい う。 ）である場合　鳬該き挙ミ勤ｍ自動

車（回一 の日 にお いて 自動車借入れ契約 によ り２ 台以上の選挙運動

Ｈｊ 自動車が使ルｊされる場合には，售該候補者が指定するいずれか１

台の選挙運動用自 動車に隕 る。 ）と して使用 された各 日につい てそ

のまｍに対し支払うべき金額（回収金額が匹を加える

場合には，１ ６， １０ ０ＦＩ） の合計金額
－

ィ　 萢該契約がぎ挙き勤ＪＩ自動車の燃料の供給に関する契約である場
キ

合　 萢該契約 に基づき 售該き挙丿勤 丿干丿自 勤車 に供給した燃料の代を

（燮、該ぎ挙運動用自 動車 （こ れに代わ り使用さ れる 他のき挙運動用

自動車を含む。） が既に前条の届ｉに係る契約に基づき供給を受け

た燃翦の代をと白算して， ｍ二□ＵＵユに售夥、候補希につき缶第８

６条 の４ 第１ 項， 第２ 項， 第５ 項， 第６ 項又は第 ８項の規定に よる

候補者の届出 のあ った 日か ら售該き挙の期日 の前 日（法第 １０ ０条

第４ 項の規定によ り投票を行わない こと とな った とき は， その 事Ｆｈ

が生 じた 日。 第６ 条に おいて同 じ。 ）ま での 日数 を乗 じて得た金額

に達する までの部分の金額であ るこ とにつき ，委員会が定 める とこ

ろに より ，售該候補者から の申 請に基づ き， 委員会が確認 した もの

に限る。）

ウ　略



４

Ｎ０ ．２

旧 新 備考

（き挙ま動Ｊｌｊ ビラの作成のな費の支払）

第９ 条　 巾は，前条のＭｉ 出を した候補者が回条の契約に基づき萢該契約の相手

方である ビラの作成を業とする者に支払 うべき金額の うち，ち該契約に基づ

き作成されだき挙Ｓ動用ビラの １枚售た りの作成単価 （肖該作成単価が ７Ｆｊ
－

５１ 銭を超え る場合に は， ７Ｐ＝１ ５　１銭）に 范該き挙Ｓ動ＪＩ ビラ の作成枚数

（售該候補者を蕘 じて，也第１ ４２ 条第 １癢第６ 号に定め る枚数の範回 肖ｊの

ものであるこ とにつき，委員会が定める ところにより ，售該候補者からの申

請に基づき， 委員会が確認 したものにほる。 ）を乗じて得た金額（ １Ｆ］未満

の素数がある場合には，その素数は，１　Ｆ９ とする。 ）を，第 ７条ただ し書に

規定する要件に該售する場合にほり ，售該ビラの作成を業とする者からの請

求に基づき， 屶、該ビラの作成を業とする者に対し支払う。

（ぎ挙Ｓ動用 ビラ の作成のむ費負担の限度額）

第１ ０条　第７ 条の規定によ りき挙ミ動万］ビ ラを作成する 場ｉ合のぬ費負祖のほ

ま額は， Ｓネｆｌｉ考－１ 人につい て， 工ＲＬ］し魑にき拳ＳＩＪ Ｊｔｊビ ラの作成杪：な（售
該作成枚数が，也第１ ４２ 条第 １瑕第６ そに定め る枚数をＳえ る４合に は，

回号に定める枚数）を乗じて得た金額とする。

（き挙運動万１ポスターの作成のぬ費の支払）

第１ ３条　市は，前条のＪｉｌ　ｍ　をした候補者が回条の契めにＪＩづき售該契めの相

手方であ るポスタ ーの作成を業 とす る者に支払う べき 金額のう ち， 肖該契約

に基づき 作成 されたぎ挙ミ動万ｊポ スタ ーの １枚萢た りの作成単価 （肖 該作成

単価が， 次の各倚に掲げる ｌｘ分に応じ售該各号に定める とこ ろに より 算定し

た金額を超える場合には， 售該各倚に定める とこ ろにより 算定したを額）に

售該ぎ挙運動万１ ポス ターの作成枚数（售該候補者をａじて， 售該き挙が行わ

れる区域におけるポス ター４示４の数に杜１肖する数の範回ｌ大ｊ のものであるこ

とにつき ，委員会が定める とこ ろに より ，肖該候補者から の申請に基づ き，

委員会が確認したものに限る。 ）を乗じて得た金額を，第 １１ 条ただし書に

規定するＳ件に該售する場合に璋、り， 售該ポスターの作成を業とする者から

の請求にＪＩづき，售該ポスターの作成を業とする者に対し支祉う。

（１ ）　 售該ぎ挙が行われ る［ｓニ域におけ るポスタ ー掲示場の数が５ ００ ぷ下

であ る場合　 ５２ ５Ｐ１６ 銭に 肖該ぎ挙が行われ る【ｚニ４におけ るポスタ

（き挙ミ勤Ｈｊビ ラの作成のぬ費の支払）

第９ 条　 亟は，前条の届ｍ をし た候補者が回条の契約 にＪＩづ き售該契約の相手

方である ビラ の作成を業と する者に支払 うべき金額の うち，肖該契約に基づ

き作成されたき挙き勤Ｈｊ ビラ の１ 枚肖たり の作成単価（芭該作成単価が７ Ｆ］
－

７３ 銭を超え る場合に は， ７Ｆｊ７　３銭）に 萢該き挙ま勤用ビ ラの作成枚数

（鳬該候補者を亟じて ，法第１ ４２ 条第 １項第６ 倚に 定め る枚数の範囲 ｌ大１の

ものであ るこ とにつき ，委員会が定める とこ ろに より ，售該候補者から の申

請に基づ き， 委員会が確認 した もの に限 る。 ）を乗じ て得た金額（ １　ＰＩ 未満

の素数が ある ４合には，そ の端数は，１ ［Ｉミｌ とす る。 ）を，第 ７条ただ し書に

規定する要件に該售する場合に限り ，售該ビラの作成を業とする者からの請

求に基づ き， 燮、該ビラの作成を業 とする者に対 し支払う。

（き挙運動ｊｌモｊビラの作成のぬ費負担のミ度額）

第１ ０条　第７ 条の規定によ りき挙Ｓ勤ＪＩビラを作成する４合のぬ費負担の限

度額 は， 候補者１ 人につい て， ７　Ｐ１　７　３銭にぎ挙ミ勤Ｊ１１ ビラ の作成枚数（肖

該作成枚数が，也第１ ４２ 条第 １項第６ 号に定め る枚数を超え る場合に は，

回号に定める枚数）を乗じて得た金額と する。

（き挙運動ｊＨポスターの作成のぬ費の支払）

第１ ３条　市は，前条の届ｍをした候補者が同条の契約に基づき 售該契約の相

手方であ るポスタ ーの作成を業 とす る者に支払う べき 金額のう ち， 燮、該契約

に基づき 作成 された選挙ミ勤用 ポス ター の１ 枚售たり の作成単価（ 售該作成

単価 が， 次の各号に掲げる 【Ｘ分に応じ 售該各号に定める とこ ろに より 算定し

た金額を超え る場合に は， 当該各昜に定める とこ ろに より 算定 した金額）に

售該選挙運動Ｈｊ ポス ターの作成枚数（售該候補者を亟じ て， 售該ぎ挙が行わ

れる 区域における ポス ター掲示場の数に相肖する数の範囲内の ものであ るこ
「

とにつき ，委員会が定める とこ ろに より ，肖 該候補者から の申 請に基づ き，

委員会が確Ｓ した ものに限 る。 ）を乗じて得た金額を，第 １１ 条ただし書に

規定する要件に該售する場合にほり ，售該ポスタ ーの作成を業 とする者から

の請求に基づき、 售該ポス ターの作成を業と する 者に対し支払 う。

（１ ）　 售該ぎ挙が行われる【Ｘ域におけるポスター掲示場の数が ５０ ０な下

であ る場合　 ５４ １Ｆ１３ １銭に当、該選挙が行われ る【Ｘ域における ポス



ａ
－

Ｎ０ ．３

旧 新 備考

一掲示場のなを生 得た金額に皿を加えた金額を岑、
該選挙が行われる区域におけるポスター掲示場の数で除して得た金額

（１ Ｆ］未満の端数がある場合には，その端数は，１　Ｆ９ とする。 次号に

おいて回 じ。）

（２ ）　 当該選挙が行われるＫ域におけ るポ スタ ー掲示場の数が５ ００ を超

える場合　 ２７ Ｆ９ ５０銭にその ５０ ０を超える数を乗じて得た金額に

皿を加え を額を售まき挙が行われ区嵬こおけポ

スタ ー掲示場の数で除 して得た金額

１

ター掲示４の数を乗得たを額こ皿を加えたを額を

鳬該選挙が行われ る区域におけ るポ スタ ー掲示場の数で除 して得た金

額（ １　Ｆ９未満の端数がある場合には，その端数は，１ ＰニＪと する。次号

において同じ。）

（２ ）　 当該選挙が行われる【ｘ域におけるポス ター掲示場の数が ５０ ０を超

える場合　 ２８ Ｆｊ ３５ 銭にその ５０ ０を超え る数を乗 じて得た金額に

皿を加たを額を售まき挙示われ 区皸 こおけポ

スター掲示場の数で除 して得た金額


